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誰もが安心して暮らせるために…
「米原市地域福祉計画推進会議」で白熱議論！

※『まいばら福祉のまちづくり計画』は、米原市および米原市社会福祉協議会のホームページに掲載しています。

◎まいばら福祉のまちづくり計画とは？
　　この計画は、行政による福祉のまちづくりの指針となる「地域福祉計画」と、市
民の行動計画となる「地域福祉活動計画」を一体化したもので、『まいばら福祉の
まちづくり計画』として、平成 25 年度（平成 26 年度から 5 年間計画）に市民、
事業者、行政、社協が一緒になって策定したものです。
　　計画では、米原市に関わる全ての主体（みんな）が「誰もが地域で安心して暮ら
せるよう、地域住民や社会福祉関係者がお互いに協力して地域の福祉課題の解決
に取り組む」という福祉の理念と目標を共有し、それぞれの役割（＊自助、互助、
共助、公助）を担いながら、福祉のまちづくりを進めることとしています。

◎まいばら福祉のまちづくり計画とは？
　　この計画は、行政による福祉のまちづくりの指針となる「地域福祉計画」と、市
民の行動計画となる「地域福祉活動計画」を一体化したもので、『まいばら福祉の
まちづくり計画』として、平成 25 年度（平成 26 年度から 5 年間計画）に市民、
事業者、行政、社協が一緒になって策定したものです。
　　計画では、米原市に関わる全ての主体（みんな）が「誰もが地域で安心して暮ら
せるよう、地域住民や社会福祉関係者がお互いに協力して地域の福祉課題の解決
に取り組む」という福祉の理念と目標を共有し、それぞれの役割（＊自助、互助、
共助、公助）を担いながら、福祉のまちづくりを進めることとしています。

◎まいばら福祉のまちづくり計画ではこのような理念を掲げています。
　自分らしく　心豊かに　安心して暮らせるまち　まいばら
　　～みんなでつくる　つながりと支え合いのある　まちをめざして～
◎理念を実現するための「３つの基本目標」とは？
　基本目標Ⅰ　つながりを深める取り組みの充実　
　基本目標Ⅱ　暮らしを支える活動の充実
　基本目標Ⅲ　総ぐるみによる福祉のまちづくり体制の構築

◎まいばら福祉のまちづくり計画ではこのような理念を掲げています。
　自分らしく　心豊かに　安心して暮らせるまち　まいばら
　　～みんなでつくる　つながりと支え合いのある　まちをめざして～
◎理念を実現するための「３つの基本目標」とは？
　基本目標Ⅰ　つながりを深める取り組みの充実　
　基本目標Ⅱ　暮らしを支える活動の充実
　基本目標Ⅲ　総ぐるみによる福祉のまちづくり体制の構築

◎推進会議では何をするの？
その① 計画の中間年度となる平成28年度は、計画の進行点検、中間評価を行います。
その② 進行点検、中間評価の状況を踏まえて、次年度以降の計画推進の反映につなげます。
その③ 次期計画の策定に向け、協議、検討を行います。

平成28年11月9日に開催した第1回目の推進会議では、各委員が活動や現場業務の中で
感じている地域の状況などを話し合いました。

今
、
成
年
後
見
制
度

（
※
）
に
つ
い
て
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
リ
ス

ク
の
面
は
語
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

制
度
利
用
に
よ
っ
て
、

失
う
権
利
も
あ
り
ま

す
。
計
画
に
は
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
が
困
ら

な
い
よ
う
に
支
援
し
ま

す
と
書
い
て
あ
り
ま
す

が
、
単
に
制
度
が
あ
る
か
ら
そ
れ
に
の
れ
ば
い
い
の
で
は
な

く
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

江
川
　
進
市
　
委
員

（
長
浜
米
原
し
ょ
う
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
）
　

本人に必要な制度なのか、適切に判断する場が求
められます（権利擁護委員会の様子）

※
成
年
後
見
制
度

精
神
上
の
障
が
い
（
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
認
知
症
な
ど
）
に

よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
家
庭
裁

判
所
に
申
立
て
を
し
て
、
そ
の
方
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
を
付
け
て
も
ら

う
制
度
。
後
見
人
は
財
産
管
理
や
身
上
看
護
が
出
来
る
一
方
で
、
被
後
見

人
は
医
師
や
弁
護
士
な
ど
一
定
の
資
格
に
付
け
な
い
資
格
制
限
が
発
生
し

ま
す
。

制
度
利
用
す
る
こ
と
が
、

す
べ
て
良
い
わ
け
で
は
な
い

委
員
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
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当
自
治
会
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

以
前
孤
独
死
と
い
う
悲
し
い
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
自

治
会
役
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

福
祉
協
力
員
、
各
種
団
体
な
ど
が
実

施
す
る
訪
問
活
動
な
ど
を
連
動
さ

せ
、
定
期
的
な
見
回
り
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

計
画
に
は
、
福
祉
推
進
員
な
ど

の
設
置
数
な
ど
を
目
標
と
し
て
定

め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
内
の

困
り
ご
と
は
様
々
で
、
活
動
も
そ

れ
ぞ
れ
違
う
、
出
来
る
範
囲
も
異

な
り
ま
す
。
計
画
の
福
祉
推
進
員

を
市
内
全
域
で
設
置
し
た
か
ら
良

い
と
い
う
よ
う
な
数
値
目
標
だ
け

で
な
く
、
地
域
単
位
で
本
当
の
活

動
を
見
な
い
と
、
い
く
ら
机
上
で

や
っ
て
い
て
も
地
域
福
祉
の
推
進

は
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
実
際
の
活
動
を
考

え
て
い
く
必
要
は
今
後
ま
す
ま
す
大

切
で
す
し
、
も
ち
ろ
ん
専
門
機
関
と

連
携
し
て
地
域
の
中
で
も
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
も
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

地
域
の
方
に
、
当
セ
ン
タ
ー
等
で

実
施
す
る
事
業
に
来
て
く
だ
さ
い
と

お
伝
え
し
て
も
、
事
業
の
概
要
を
知

っ
て
い
る
人
、
意
識
の
あ
る
方
し
か

来
て
い
た
だ
い
て
な
い
よ
う
に
感
じ

る
な
か
、
つ
い
最
近
、
職
員
で
い
く

つ
か
の
地
域
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
来
の
業
務
で
の
訪

問
で
は
な
く
、
畑
を
し
て
お
ら

れ
る
方
、
雪
つ
り
の
作
業
を
し

て
お
ら
れ
る
方
な
ど
に
お
声
か

け
し
、
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
訪
問
し
た
地
域
は
、

元
々
私
が
診
療
所
に
い
た
関
係

で
、
10
年
前
か
ら
知
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
は

り
10
年
経
つ
と
高
齢
に
な
ら
れ

て
お
り
、
実
は
困
っ
て
お
ら
れ

る
家
も
あ
る
よ
う
に
お
見
受
け

い
た
し
ま
し
た
。
家
の
中
に
入

ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
説
明
で
は
な
く

て
、
何
か
困
り
ご
と
は
な
い
か
と
伺

う
と
少
し
ず
つ
出
て
き
て
、
そ
れ
を

制
度
的
に
こ
こ
に
つ
な
い
で
お
き
ま

す
と
い
う
話
に
は
展
開
で
き
る
か
な

と
気
づ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
　
健
治
　
委
員
（
米
原
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
山
東
地
域
会
長
）
　

中
村
　
泰
之
　
委
員
（
米
原
市
地
域
包
括
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）
　

地域内で起った孤独死をきっかけに、自治会内の各種団
体等が連携して見守り活動を開始されました（民生委員
児童委員の訪問の様子）

本来業務以外の部分で耳を傾ける場面を設けることで、次
の活動のヒントに（写真は定期往診の様子）

専
門
職
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
声
に

耳
を
傾
け
る
場
面
づ
く
り
を

地
域
の
困
り
ご
と
か
ら
、

福
祉
活
動
は
生
ま
れ
る
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近
年
、
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
現
状
と
し
て

無
料
、
提
供
の
形
だ
と
沢
山
来
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
内
で

の
担
い
手
な
ど
も
減
少
し
て
い
る
中

で
、
子
ど
も
＝
参
加
者
と
い
う
形
、

子
ど
も
は
守
ら
れ
る
側
と
い
う
よ
う

に
固
定
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
内
で

の
交
流
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
行
事

も
立
ち
い
か
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
た
め
に
何
か
し
て
あ
げ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
に
も
地
域
に
役
割
が
あ
る

こ
と
で
、
自
分
の
肯
定
感
や
、
自

信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
分

達
が
考
え
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た

と
い
う
事
が
実
際
に
あ
れ
ば
、
こ

こ
で
暮
ら
す
こ
と
が
楽
し
く
な

り
、
地
域
に
対
す
る
親
し
み
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

福
永
　
ひ
ろ
み
　
委
員

（
米
原
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
　
専
門
理
事
）

子ども達にお客様ではなく、担い手、役割を持ってもらうことで自信に
つながります（共同募金活動協力の様子）

子
ど
も
に
地
域
で
の
役
割
が
あ
る
こ

と
で
、
自
信
に
つ
な
が
る

福
祉
事
業
者
の
役
割
や
取
組
を
見

る
と
、「
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
福
祉
や
人
権
を
学
習
す
る
機

会
に
積
極
的
に
参
加
」
と
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
福
祉
事
業
所
間
で
は

認
識
が
低
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
だ
ま
り
で
は
、
今
年
か
ら
出
前

講
座
（
※
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
出
向
く
機
会
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
耳
に
す
る
の
は
『
介
護

予
防
に
興
味
が
あ
る
』
『
近
く
に
こ

ん
な
に
事
業
所
が
あ
っ
た
の
か
』
な

ど
の
声
。
介
護
予
防
の
取
組
を
し
て

い
る
の
に
御
存
じ
な
い
…
地
域
の
方

と
福
祉
事
業
者
と
ま
だ
ま
だ
遠
い
存

在
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
福
祉
事
業
所
も
積
極
的

に
地
域
に
出
向
い
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
呼
び
か
け
て
い
る

福
祉
懇
談
会
に
可
能
で
あ
れ
ば
福
祉

事
業
者
も
同
席
し
て
、
地
域
を
知
る

機
会
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
地
域

と
連
携
し
た
取
組
に
広
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
出
前
講
座

地
域
の
サ
ロ
ン
や
団
体
の
集
ま
り
の
際

に
、
米
原
市
職
員
や
関
係
機
関
職
員
が
講
師

と
な
り
、
市
民
生
活
や
生
涯
学
習
の
推
進
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
て
、
み
な
さ
ん
の

学
び
を
応
援
す
る
制
度
。
現
在
１
４
８
の
出

前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

永
田
　
か
お
り
　
委
員
（
社
会
福
祉
法
人
ひ
だ
ま
り
　
理
事
長
）

福
祉
事
業
所
と
地
域
住
民
と
が

つ
な
が
る
場
面
を

今年度からひだまりや青祥会なども市の出前講座に講師登
録し、地域住民とつながる機会が増えて来ています
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米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

米
原
市
く
ら
し
支
援
課

近
年
、
少
子
高
齢
化
を
始
め
と
し

た
地
域
課
題
が
多
様
化
す
る
な
か

で
、
介
護
・
福
祉
人
材
は
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
不
足
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
に
対
し
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
、
今
回
の
地
域

福
祉
計
画
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
テ
ー

マ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
専
門
機

関
、
専
門
職
だ
け
で
な
く
地
域
と
し

て
も
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

専
門
職
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
部

分
を
地
域
に
や
っ
て
ほ
し
い
で
は
な

く
、
お
互
い
の
し
ん
ど
い
部
分
を
ど

う
補
い
あ
う
か
、
ど
う
進
め
る
の

か
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

本会で実施する介護職員養成研修の様子。
更なる人材の育成が求められます

米原市地域福祉計画推進会議　委員名簿　　　　（敬称略）

（任期：H28.11.9～H31.3.31）

今
回
の
会
議
は
、
二
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
紙
面
に
は
掲

載
で
き
な
い
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
取
組
、
活
動
を
通
じ
感
じ
て
い
る
課
題
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
点

検
・
評
価
し
、
今
後
の
計
画
推
進
、
次
期
計
画
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

事
務
局
か
ら

市
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
降

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
や
米
原
近
江

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
皆
様
の
お
話
を
お

聞
き
し
て
、
ま
だ
ま
だ
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
事
業
の
内
容
等
が
十
分
に
知
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
更
に
情
報
発
信
し

な
が
ら
「
自
分
ら
し
く
　
心
豊
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
ま
い
ば

ら
」
を
目
指
し
て
、
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

氏　名 所　属

西秋　清志
（会長）

地域お茶の間創造事業実施団体
（大野木長寿村まちづくり会社）

空閑　浩人
（副会長） 同志社大学 社会学部 社会福祉学科教授

中村　泰之 米原市地域包括医療福祉センター長

阿藤　誠介
湖北地域障害者就業・生活支援センター、
湖北地域しょうがい者働き・くらし応援センター センター長

永田　かおり 社会福祉法人ひだまり　理事長

棚池　直美 米原保育園長（社会福祉法人 大樹会）

森　　政一 公募委員

三澤　健治 米原市自治会連絡協議会山東地域会長（間田自治会長）

吉野　和雄 地域お茶の間創造事業実施団体（世継サロン）

樋口　善一郎 米原市民生委員児童委員

伊藤　律子 米原市民生委員児童委員

福永　ひろみ 米原市子ども会育成連合会（専門理事）

振角　大祐 子どもの居場所づくり実施団体（わっか）

北森　宜子 公益社団法人 米原市シルバー人材センター

江川　進市 長浜米原しょうがい者自立支援協議会
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平成２８年度共同募金実績　11,425,284円

7,530,607円 3,894,677円
＜つかいみち＞

この募金は平成29年度に実施
される、さまざまな福祉活動や
ボランティア活動を支えるために
役立てさせていただきます。

○小地域福祉活動
○広報誌（社協まいばら てと

て）の発行
○ボランティア活動の支援他

＜内訳＞
戸別          5,710,035円
企業、商店     563,000円
駅、店舗前     141,883円
学校            319,525円
職域            276,564円
イベント      157,895円
個人            261,216円
その他         100,489円

＜つかいみち＞
この募金は平成28年度の歳末時期の福祉活動や、

個人および事業所・当事者団体へ配分させていただ
きました。　

○個別配分                          2,781,000円
○事業所配分                          980,000円
○当事者配分                            80,000円
○地域福祉事業                         20,000円
○平成29年度事業へ繰越            33,677円

歳末たすけあい募金

法人募金（企業・商店）として下記の事業所より
ご協力をいただきました。

竹
中
駐
車
場

塚
田
医
院

長
浜
葬
祭
有
限
会
社
長
浜
斎
場
ソ
ニ
ア
ホ
ー
ル
２

日
本
ソ
フ
ト
開
発
株
式
会
社

有
限
会
社
福
永
石
油

松
下
医
院

株
式
会
社
横
田
製
作
所

伊
吹
の
里
　
旬
彩
の
森

カ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
オ
オ
ツ
カ

小
林
養
鱒
場

醒
井
楼

有
限
会
社
髙
木
製
作
所

谷
孫
料
理
店

長
浜
信
用
金
庫
米
原
支
店

び
わ
こ
産
業
株
式
会
社

米
原
市
山
東
工
場
部
会

丸
真
商
店

利
高
工
業
株
式
会
社

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ぶ
き
の
家

有
限
会
社
白
谷
木
材

ミ
ュ
ー
ル

株
式
会
社
旭
ハ
ウ
ジ
ン
グ

社
会
福
祉
法
人
大
樹
会

株
式
会
社
童
夢

株
式
会
社
フ
タ
バ
ヤ

有
限
会
社
羽
渕
石
油

株
式
会
社
三
原
モ
ー
タ
ー
ス

堀
川
石
材
店

有
限
会
社
山
田
工
作
所

滋
賀
鉱
産
株
式
会
社

レ
ー
ク
伊
吹
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社
き
た
む
ら
楽
器

草
野
モ
ー
タ
ー
ス

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き

三
黄
通
運
株
式
会
社

立
木
与
三
郎
商
店

有
限
会
社
坪
井
農
具
製
作
所

西
川
自
動
車
株
式
会
社

フ
ジ
モ
ト

扶
桑
工
業
株
式
会
社

長
谷
川
事
務
所

有
限
会
社
北
川
モ
ー
タ
ー
ス

中
西
石
油
株
式
会
社

有
限
会
社
大
野
造
園

有
限
会
社
山
崎
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

緑
土
開
発
株
式
会
社

有
限
会
社
粕
渕
設
備

株
式
会
社
清
原
織
物

に
の
み
や
歯
科
医
院

力
興
木
材
工
業
株
式
会
社

ま
ご
の
手
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
中
央
研
究
所

協
栄
自
動
車

光
製
作
所

株
式
会
社
丸
善
お
く
む
ら

三
軌
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
又
サ
的
場
商
店

有
限
会
社
小
林
屋

古
澤
税
理
士
事
務
所

東
湖
産
業
株
式
会
社

有
限
会
社
伊
吹
金
属

有
限
会
社
マ
コ
ト
ヤ

農
事
組
合
法
人
い
を
ぎ
フ
ァ
ー
ム

和
食
す
し
処
番
野

山
根
自
動
車

有
限
会
社
伴
自
動
車

会
　
　
　
　
　
　
務

■
平
成
28
年
度
第
４
回
理
事
会
　

平
成
28
年
10
月
５
日
（
水
）

議
案
第
１
号
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

愛
ら
ん
ど
　
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

第
１
号
通
所
事
業
総
合
事

業
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
運
営

規
程
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ホ
ー
ル

介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業

第
１
号
通
所
事
業

総
合
事
業
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
運
営
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
３
号
　
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
き
ら
め
き

介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業

第
１
号
通
所
事
業

総
合
事
業
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
運
営
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

■
平
成
28
年
度
第
５
回
理
事
会

平
成
28
年
11
月
８
日
（
火
）

議
案
第
１
号
　
平
成
28
年
度
表
彰
・
感
謝

対
象
者
の
決
定
に
つ
い
て

■
平
成
28
年
度
第
６
回
理
事
会

平
成
28
年
12
月
16
日
（
金
）

議
案
第
１
号
　
平
成
28
年
度
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員

会
運
営
細
則
の
制
定
に
つ

い
て

■
平
成
28
年
度
第
３
回
評
議
員
会

平
成
28
年
12
月
16
日
（
金
）

議
案
第
１
号
　
平
成
28
年
度
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

(敬称略・順不同）

赤い羽根共同募金

共同募金へのご協力ありがとうございました



7

第 52 号

善意銀行だより
平成28年10月１日～平成29年1月15日（敬称略）

磯区民生委員一同
米原市ゴルフ協会
匿名
JAレーク伊吹女性部
米原民児協OB会
三菱樹脂労働組合山東支部
故村岡正廣「ご香典の一部として」

10,000円
200,000円
20,000円
3,050円
5,650円

125,000円
100,000円

宇賀野営農組合
おおはら農園　どろんこばたけ
匿名
匿名
匿名
大久保善孝
匿名
真野修
公明党長浜支部米原分会
JAレーク伊吹女性部
富田朝子
匿名
匿名
匿名
匿名
匿名
白ゆりグループ
山本利昭

米
かぼちゃ・じゃがいも

米
消しゴムハンコ

米　
甘酒　

雛人形　七段飾り
おはぎ

ペットボトルキャップ
米・もち米・ペットボトルキャップ

お手玉
おむつ・尿とりパッド等
里いも・じゃがいも

米
米

おむつ・衣服
雑巾・タオル・石鹸・綿毛布　他

鏡餅

〔物品預託〕

〔金銭預託〕

＊他　季節のお野菜や果物をたくさんいただき、有難うござ
いました。市内の福祉事業所にも配分しております。

相　　　談
・常時相談

社協職員が相談員として対応し、各関係機関と連絡連携し継
続的に相談支援を行います。
毎週月〜土曜日、午前８時30分〜午後５時30分まで。

＜問合せ＞米原市社会福祉協議会本部および社協各センター

・心配ごと総合相談
暮らしの困りごとや悩みごとの相談を受け付けます。
相談は無料。時間はいずれも10時 〜12時まで（相談受付
は11時まで）で、相談時間は１時間程度です。
相談員は、行政相談委員・人権擁護委員・民生委員児童委員
（身体障がい者相談員・知的障がい者相談員が入られる日も
あります）。

＜問合せ＞米原市　くらし支援課（山東庁舎）
℡：５５−８１１０

・法律相談
法律に関わる相談ごとで、解決の窓口となるよう弁護士が初
回の相談に応じます。事前にお申込みください。

料金：１,０００円。時間はいずれも10時 〜12時までで、
１回30分以内。

＜問合せ・申込み＞米原市　くらし支援課（山東庁舎）
℡：５５−８１１０

2月21日(火)

2月28日(火)

3月  7日(火)

3月14日(火)

3月21日(火)

3月28日(火)

相談日
ゆめホール（三吉570）

愛らんど（春照56）

やすらぎハウス（顔戸21-2）

ルッチプラザ（長岡1050-1）

ゆめホール（三吉570）

愛らんど（春照56）

会　場

3月  9日(木)

相談日
ルッチプラザ（長岡1050-1）

会　場

平成28年度
社協会費のご協力ありがとうございました。

市内の皆さまからご協力いただいた会費は、米原市の地域福

祉の推進のために、大切に使わせていただきます。

●特別会費（企業等より） 1,484,000円

11月1日号にてご報告後下記企業よりご協力いただきました。（敬称略）

・有限会社粕渕設備

・まごの手ケアサービス

・社会福祉法人湖北会

●普通会費（市民・自治会より） 9,003,000円

（平成29年1月15日現在）

米原市ゴルフ協会 様

ＪＡレーク伊吹女性部 様

三菱樹脂　労働組合山東支部 様

白ゆりグループ 様

【お詫びと訂正】
てとて11月1日発行第51号に下記の誤りがありましたの

で、お詫びして訂正いたします。
訂正箇所　11ページ　スゴワザ講座　

【誤】       2月8日
【正】    12月8日
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法律・福祉・高齢・障がいなど

■この事業は、米原市社会福祉協議会が所有する備品を貸し出すことによ
り、地域福祉活動の推進を図ることを目的としています。

●対象は？　
米原市内の地域福祉活動を推進する団体などが、市内で行う福祉の増進
を目的とした活動に対しお貸しします。

●貸出期間・利用料は？
〇貸し出し期間は、原則として3日以内です。
〇利用料は無料です。ただし材料費は利用者負担です。

●予約や手続きの方法は？
〇備品を利用する日が属する月の3ヶ月前の1日から、ご予約を受け付けることができま

す。
【例えば・・・利用する日が平成29年5月5日の場合、予約受付は平成29年2月1日か
らとなります】
※ただし、8月利用の備品については予約が集中するため、下記の日程にて予約を受付
し、抽選を行う場合があります。

【8月の受付期間：平成29年5月1日（月）から平成29年5月13日（土）】
〇空き状況を確認のうえ備品申込書を米原市社会福祉協議会に提出してください。
（申込書は社協各センターにあるほか、
本会ホームページhttp://maibara-shakyo.or.jp/download/index.htmからもダウンロー
ドできます。）

●備品にはどんなものがあるの？
イベント用備品やサロンで使っていただけるゲームなど、いろいろな物があります。
例：綿菓子機・かき氷機・ポップコーン機・テント・カロム・輪投げ・お手玉　等

備品貸出し事業

I C E

＼なんでも相談会 in 米原／開催のご案内
みなさんが抱えている心配ごと、悩み、不安などについて
弁護士・司法書士・社会福祉士・行政職員・社協職員などが相談をお受けします。

例えば、こんなご相談・・・
・高齢の親の世話が大変で、仕事にも支障が出始めて困っている。何か良い方法はないか？
・50代の無職の息子と2人暮らし。私にもしものことがあると息子はどうなるのか心配。
・障がいのある娘。親亡き後、1人で生活していくために、利用できる制度を知っておきたい。

○日時：平成29年3月18日（土）13：30～16：30
                            （相談受付時間13：15～16：00）

○場所：米原地域福祉センターゆめホール（米原市三吉570）
○対象：米原市在住の方
○お問合せ先

米原市社会福祉協議会　地域福祉課（相談支援担当）
ＴＥＬ　０７４９−５４−３１０５

予 約 不 要
相 談 無 料
時間制限なし

地域のふれあいや交流を応援します!!
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ファミリー・サポート・センターとは？

利用会員・サポート会員・両方会員を募集しています!!
申し込みは、お気軽にお問合せください♪
米原市ファミリー・サポート・センター

住所：米原市池下428番地
電話・ＦＡＸ：５５－３９３３

担当：川瀬・馬淵・大谷

サポーター養成講座のご案内

養成講座の様子

保育園の送迎＆
預かりサポート

救命講習の様子

夫婦でサポート会員です

事前面談の様子

利用会員さんからの
ありがとうメッセージ

あなたもサポーターになりませんか？

活動の様子を
お伝えします♪

ふぁみさぽ

Ｈ・Ｉさんへ
サポートをして頂く前は少し不安もありました
が、迎えに行くと子どもたちはニコニコ顔で、
楽しかった様子が分かり安心しました。手厚い
サポートをして頂けるので助かっています。こ
れからも利用させて頂きたいです。　　 Ｒ・Ｔ

Ｍ・Ｏさんへ
出産後、上の娘の保育園のお迎えをどうしよ
うか悩んでいたところ、不安がる娘の気持ち
を察しながら優しく接し、助けてくださった
ので大変助かり感謝しております。また機会
があれば利用したいです。　　　　　  Ｎ・Ｍ

日時：平成２９年３月11日（土）
時間：１３時～１７時
場所：ゆめホール　２Ｆ　大研修室Ｂ
内容：保育の心・子どものあそび

子どもの栄養と食生活
費用：無料　　　　　☆託児あり

サポート会員さんの温かい手助けにより、安心
して子育てを楽しまれています。米原での子育
て支援の輪がもっともっと広がりますように☆

なになに？

【会員数】
利用会員            50名
サポート会員       45名
両方会員               8名
計                   103名
Ｈ28年度活動数 152件

（Ｈ29年1月15日現在）

先日も体調を崩し困っ
たので、登録をするこ
とに決めました。

仕事で遅くなる日は本
当に助かっています。
いつもありがとうござ
います。

就労時の預かり

出産時のサポート

お母さんのお迎え☆
サポート会員さんから
お野菜もらったよ。

手を繋いで帰るよ♪

今日はゴム鉄砲
をするんだ♪

ファミリー・サポート・センター事業とは、
子育てのお手伝いをして欲しい人と、お手伝
いが出来る人に会員になってもらい、地域住
民同士での子育てを応援する有償ボランティ
アの仕組みです。
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マイ・ささえあい
スタイル

暮らしを支える活動団体のための
スキルアップ講座

スゴワザ講座

米原地域福祉センターゆめホール　２階大会議室　（住所：米原市三吉570）

３０名／各回 １００円 テーマに関心のある市民（３回とも参加できる方）

第４弾

地 域 応 援 プ ロ ジ ェ ク ト -ツ ナ ガ ル -

対象

申  込  先：米原市地域支え合いセンター（社会福祉法人　米原市社会福祉協議会）
電  　  話：０７４９（５５）３９３３　メール：m-shakyo-mishima@zd.ztv.ne.jp
申込締切：2月21日(火)

定員／参加費

会場

「スゴワザ」
とは？

プロの技術を学べる！地域の
高齢者支援力をアップするワザ！

地域住民の暮らしを支える地域づくりを行う地域団体
の運営に役立つスキルです。地域の課題を解決するた
めに様々なワザを発掘し、講座で提供していきます。

スゴワザ3連発スゴワザ3連発
いずれも10時00分〜12時（開場9時30分）スゴワザ師 ・内容紹介

１ 2月27日 3月6日

3月13日3

2

今回の「スゴワザ」の魅力はこれ！
・初回は、最初に「これからの介護予防」の動向

をわかりやすく説明します！米原市くらし支援
課　課長補佐　髙木進一氏からの解説です！

・看護師、介護福祉士、理学療法士の3つの専門
職から地域の居場所づくりに必ず役立つテクニ
ックを聞くことができます！

・なんと言ってもプロの技術が学べます！これか
ら地域の居場所づくりをはじめたい！関心があ
る！という方も気軽にご参加ください。

平成15年ひだまり設立後、14年間地域に根ざした事
業所を目指して取り組んできました。その経験から高
齢者特有の具体例を交えながらお伝えします！

いをぎの家の取り組みを第１５回日本通所ケア研究大
会で発表しました。施設の通い・訪問・宿泊で使って
いるノウハウを居場所向けにお伝えします！

居場所で気軽に介護予防ができる、機能訓練につなが
る様々なレクリエーション技法を理学療法士の視点で
お伝えします！

講師：瀧澤　陽一　氏　
地域包括ケアセンターいぶき
理学療法士

講師：時田　智史　氏
社会福祉法人　米原市社会福祉協議会
いをぎの家　管理者　介護福祉士

講師：永田　かおり　氏
社会福祉法人ひだまり
理事長／看護師

認知症高齢者等への接し方のワザ！ 居場所で必要な移動や食事介助のワザ！

ナガ タ　　 カ  オ  リ

タキザワ　ヨウイチ

トキ タ　 　サトシ

居場所で介護予防！機能訓練のワザ！

月 月

月

2月27日

3月13日

3月6日
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広報てとて11月号において、ひだまりさんで暮らす柴犬の「さくら」ちゃんのお散歩ボランティ
ア募集の記事を掲載させていただきました。

「さくら」ちゃんは、昨年5月に熊本地震により県内の動物愛護団体様の犬舎が手狭になった為、
里親として迎え入れられました。前回掲載後の状況をひだまりの戸田さんよりお伝えいただきます。

かわいいお散歩ボランティア誕生！

ボランティア活動保険ボランティア活動保険
日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償！！ 平成 29年度

●申し込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会窓口へ●

補償金額（保険金額）

●補償期間
　加入の翌日から翌年 3月31日まで
●加入場所・手続き方法
　米原市ボランティアセンター・社協各センターで手続きを行っております

年間保険料

全国200万人
　　　加入！！

Aプラン

1,320万円
1,320万円
6,500円
65,000円
32,500円
4,000円

５億円

1,800万円
1,800万円
10,000円
100,000円
50,000円
6,000円

５億円

510円

710円

350円

500円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ+地震・噴火・津波）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

手　術　入院中の手術

保険金　外来の手術

通院保険金日額

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

Bプラン
Aプラン Bプラン

保険金の種類
プラン

プラン
タイプ

ケ
ガ
の
補
償

賠
償
責
任

の
補
償

（※）天災タイプでは、天災（地震・噴火・津波）
に起因する被保険者自身のケガを補償します
が、賠償責任の補償については、天災に起因
する場合は対象になりません。

（平成29年度から料金が変更されます。）

 

　 　
　

 

可愛い小さな女の子がお散歩ボランティア♡ ひだまり犬「さくら」ちゃん
と職員の皆さん

ある日のひだまり犬「さくら」ちゃんのお散歩ボランティアは、なんと可愛い女の子です。
最初は、犬の方にひっぱられていましたが、「こうしてごらん」と言うと上手に出来ました。
「犬欲しいけど、家では買えないのー」と言っていました。
ひだまりでは、子どもから高齢者までが集い、とても賑やかな一日をすごしています。
お家でも学校でも、塾でもない、いろんな経験が詰まった居場所になればいいなと願っています。
私達と一緒に「さくら」ちゃんの散歩をお手伝いしてくださる方をまだまだ募集しています。

社会福祉法人ひだまり　
電話番号０７４９－５４－２２７７
担当戸田までご連絡ください。　
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各種事業に関するお問合せ・お申し込み・ご意見は、
下記の法人本部・各センターまで

法人本部
米原市三吉570番地　米原地域福祉センター ゆめホール内
TEL54-3105  FAX54-3115  maibarashi-shakyo@leto.eonet.ne.jp

山東地域福祉活動センター　米原市ボランティアセンター
米原市池下428番地　
TEL55-3933  FAX55-3933 m-shakyo-mishima@zd.ztv.ne.jp

伊吹地域福祉活動センター
米原市春照56番地　伊吹健康プラザ愛らんど内　
TEL58-1770  FAX58-2231  m-shakyo-s.ishi@zb.ztv.ne.jp

米原地域福祉活動センター
米原市三吉570番地　米原地域福祉センター ゆめホール内　
TEL54-3110  FAX54-3115  maibarashi-shakyo@leto.eonet.ne.jp

近江地域福祉活動センター
米原市顔戸21番地2　近江地域福祉センター やすらぎハウス内　
TEL52-4393  FAX52-8051 m-shakyo-oshi@iris.eonet.ne.jp

３０，０００個の積木の広場

『歌うこと、踊ること、お喋りも大好きです。マイブー
ムは長靴。長靴ひとりで履けるのよ♡』

井上　紗
さ

綾
や

ちゃん（１歳９ヶ月）

米原市のみなさんに役立つ子育て情報をご紹介 

とても素敵な

時間でした♪

子育ての疲れが癒されるような体験型交流
会。その中でも参加者と講師の垣根を越え
て、子育ての話で盛り上がったり、ママ同士
のつながりも増えました。

このつながりが今後の子育て支援につなが
りますように♪

ステキに変身するママを
見つめる子どもたち

子どもはおひざで、ネイルと
ヘアアレンジを同時に♪

先生も、子どもを脇にかか
えながらのワークショップ

念願のＵＶレジンに
挑戦できました！！

ママの為の優しいヨガ
ジェルネイル
ヘアアレンジ
ＵＶレジン
プラ板アクセサリー

参加者２８人、講師７人。皆、
子育て真っ最中のママ同士。

去る11月23日（水）、ゆめホールにて米原市
ファミリー・サポート・センター交流会『まいは
ぐ』を開催しました。

『きれいママプロジェクト』と題した交流会の
様子をお知らせします。


